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俘
虜
記 

二
〇
三
五
日
の
残
酷
物
語 

三
重
県 

 

葛 

巻 

尊 

勇 
 
 

 １ 
は
じ
め
に 

私
は
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
、
財
団
法
人
全
国
強

制
抑
留
者
協
会
三
重
県
支
部
の
一
員
に
加
え
て
頂
い
た
者

で
す
。
先
日
、
以
前
同
じ
職
場
で
親
し
く
し
て
頂
い
た
支

部
役
員
林
英
夫
氏
よ
り
、
抑
留
中
の
記
事
を
書
く
よ
う
に

と
の
依
頼
を
受
け
筆
を
執
っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
以
来
五

十
五
年
、
記
憶
も
薄
れ
曖
昧
で
不
確
か
な
記
述
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ご
判
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。 な

お
、
『
平
和
の
礎
』
十
三
号
を
参
照
致
し
ま
し
た
が
、

各
執
筆
者
が
満
州
地
区
で
の
軍
隊
生
活
、
抑
留
中
の
苦
労

等
を
詳
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
は
内
容
を
少
し
変

え
、
北
方
の
一
孤
島
で
の
軍
隊
生
活
、
抑
留
中
の
病
院
生

活
、
洗
脳
教
育
等
を
中
心
に
書
い
て
み
ま
し
た
。
多
少
な

り
と
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

２ 

五
〇
〇
日
の
軍
隊
生
活 

私
に
「
久
居
の
歩
兵
連
隊
に
入
隊
せ
よ
」
と
の
召
集
令

状
が
届
け
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
二

月
初
め
、
戦
況
は
傾
き
、
物
資
不
足
が
目
立
つ
窮
乏
生
活

の
中
に
喘
い
で
い
た
頃
で
あ
る
。
四
月
一
日
、
今
ま
で
着

て
い
た
国
民
服
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
軍
服

を
身
に
ま
と
っ
た
。
上
着
の
折
り
返
し
た
襟
の
両
端
に
は
、

赤
地
に
黄
色
い
小
さ
な
星
が
一
つ
縫
い
付
け
て
あ
っ
た
。

陸
軍
歩
兵
二
等
兵
の
誕
生
で
あ
り
、
奈
落
の
生
活
が
こ
れ

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

六
月
下
旬
、
一
期
の
検
閲
の
終
わ
り
を
待
つ
か
の
よ
う

に
俄
か
に
「
南
方
派
遣
軍
『
祭
』
師
団
補
充
要
員
と
し
て

転
属
せ
よ
」
と
の
転
進
命
令
が
下
る
の
で
あ
る
。（
後
に
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
に
出
兵
し
て
殆
ど
の
者
が
戦
死
し
た
）
奇

し
く
も
私
は
同
期
の
中
隊
員
五
十
余
人
の
内
、
二
人
と
共

に
残
留
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
生
死
の
岐
れ

路
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。 

残
留
の
私
た
ち
に
北
方
派
遣
軍
「
憲
」
部
隊
へ
の
転
属

命
令
が
下
っ
た
の
は
梅
雨
明
け
の
七
月
中
旬
の
こ
ろ
で
あ
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る
。
先
遣
隊
の
一
員
と
し
て
函
館
・
小
樽
を
経
て
根
室
に

進
駐
。
約
二
十
日
後
、
本
隊
の
到
着
を
待
っ
て
根
室
よ
り

輸
送
船
で
約
二
時
間
、
北
海
道
と
は
指
呼
の
間
に
あ
る
「
志

発
島
」
に
上
陸
し
た
の
が
八
月
五
日
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
志
発
島
は
「
歯
舞
群
島
」
の
一
孤
島
、

当
時
は
根
室
支
庁
の
管
轄
で
根
室
郡
志
発
村
と
称
し
て
い

た
。
こ
の
島
は
一
周
し
て
も
僅
か
十
五
キ
ロ
、
南
北
五
キ

ロ
余
り
、
円
形
の
な
だ
ら
か
な
島
で
あ
り
、
中
央
に
は
百

メ
ー
ト
ル
余
り
の
台
地
一
面
の
芒
が
原
、
低
地
に
は
湖
沼

が
点
在
し
て
い
た
。
土
着
の
住
民
当
時
三
百
人
程
、
そ
の

殆
ど
が
大
正
末
期
よ
り
昭
和
初
期
に
北
海
道
よ
り
、
そ
の

一
部
は
北
陸
路
よ
り
入
植
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
島
の
海
辺
に
は
か
な
り
上
質
の
昆
布
が
群
生
し
、

島
民
は
こ
の
昆
布
を
採
取
し
て
生
計
を
立
て
、
か
な
り
裕

福
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
流
氷
が
解
け
始
め
る
頃
、
鱈
・

ほ
っ
け
・
烏
賊
、「
花
咲
蟹
」
と
言
う
大
型
の
蟹
の
漁
獲
が

始
ま
る
。
領
海
は
島
民
を
潤
す
宝
庫
で
あ
っ
た
。「
日
魯
漁

業
㈱
」
の
蟹
工
場
な
ど
も
あ
っ
て
、
春
と
も
な
れ
ば
女
工

三
百
人
程
が
内
地
よ
り
出
稼
ぎ
に
や
っ
て
き
て
全
島
が
活

気
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。 

島
民
は
、
四
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
十
月
下
旬
に
至
る
僅

か
半
年
間
の
漁
獲
で
得
た
収
入
で
豊
か
な
生
活
を
し
て
い

た
。
十
一
月
に
な
れ
ば
冬
眠
生
活
に
入
り
、「
ル
ン
ペ
ン
」

と
言
う
暖
炉
を
囲
ん
で
濁
酒

ド
ブ
ロ
ク

を
飲
み
博
打
に
明
け
暮
れ
の

生
活
、
僅
か
半
年
の
稼
ぎ
で
一
年
間
、
豊
か
な
生
活
の
で

き
る
こ
の
島
は
ま
さ
し
く
「
宝
島
」
で
あ
る
。 

こ
の
歯
舞
群
島
に
は
、
水
晶
・
多
楽
・
勇
留

ユ

リ

・
秋
勇
留

な
ど
の
小
さ
な
島
が
点
在
し
、
近
く
に
は
国
後
島
、
色
丹

島
も
あ
り
、
海
辺
一
帯
は
魚
介
類
・
海
産
物
島
等
無
尽
蔵

の
漁
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
は
日
本
人
に
と
っ
て
ま

さ
に
垂
涎
の
地
で
あ
り
、
現
在
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
こ
ん
な
理
由
に
よ
る

も
の
で
、
一
日
も
早
く
領
土
問
題
が
決
着
す
る
こ
と
は
、

以
前
こ
の
地
に
入
植
し
た
島
民
に
と
っ
て
は
最
大
の
悲
願

で
あ
り
、
我
々
に
と
っ
て
も
一
大
関
心
事
で
あ
る
。
一
日

も
早
い
解
決
の
朗
報
を
待
望
す
る
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
志
発
島
上
陸
後
は
、
小
樽
・
根
室
の
兵
站

基
地
よ
り
補
充
さ
れ
る
食
糧
品
、
軍
需
物
資
、
兵
舎
の
建
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築
資
材
等
の
陸
揚
げ
作
業
で
忙
し
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
よ

う
や
く
一
段
落
し
た
八
月
下
旬
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
、

「
旅
団
本
部
の
暗
号
教
育
隊
に
即
刻
入
隊
せ
よ
」
と
。
将

校
、
下
士
官
、
兵
併
せ
て
十
人
、
色
丹
島
・
斜
古
丹
に
出

向
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
で
四
十
日
余
り
、
朝
八
時
よ

り
夕
五
時
ま
で
、
暗
号
実
務
講
習
・
数
字
・
暗
号
書
・
乱

数
表
と
首
っ
引
き
の
長
い
一
日
で
あ
っ
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
肉
体
労
働
と
い
う
苦
痛
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
単
調

で
か
な
り
し
ん
ど
い
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
面
、
ク
イ

ズ
を
解
く
よ
う
な
楽
し
み
も
あ
っ
た
。
こ
の
講
習
の
教
官

は
、
私
の
実
家
と
県
境
を
挟
ん
で
隣
村
の
滋
賀
県
永
源
寺

出
身
の
中
尉
で
あ
り
、
ま
た
久
居
か
ら
同
行
し
た
先
遣
副

隊
長
松
原
中
尉
等
と
階
級
を
越
え
た
上
官
と
次
第
に
心
易

く
な
り
、
内
地
よ
り
一
時
間
も
長
い
秋
の
夜
、
カ
ン
テ
ラ

の
下
で
の
麻
雀
、
将
棋
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
て
消
灯
近
く

ま
で
楽
し
む
毎
夜
で
あ
っ
た
。 

さ
て
、
こ
の
色
丹
島
は
北
方
四
島
で
最
も
大
き
い
択
捉

島
の
十
分
の
一
、
国
後
島
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
小

さ
な
島
で
は
あ
る
が
、
人
口
は
当
時
千
八
百
人
と
、
四
島

の
う
ち
人
口
密
度
の
最
も
高
い
島
で
も
あ
り
、
古
く
か
ら

移
住
民
が
定
着
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
米
は
採
れ
な
い

が
、
島
民
が
自
給
自
足
で
き
る
程
の
野
菜
も
栽
培
し
て
い

た
。
旅
団
本
部
の
あ
る
斜
古
丹
は
島
の
中
心
地
で
駅
逓
（
郵

便
局
）
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
港
は
入
江
が
深
く
漁
船
の
停

泊
に
適
し
た
港
で
あ
っ
た
。
周
囲
は
山
に
囲
ま
れ
蝦
夷
松

が
群
生
し
山
麓
に
は
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
家
犬
を
飼

っ
て
い
る
裕
福
な
民
家
が
点
在
し
、
時
に
は
大
漁
で
沸
き

立
ち
大
騒
ぎ
す
る
島
民
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
る
賑
や
か
な

街
で
あ
っ
た
。
こ
の
豊
か
な
島
・
街
は
今
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
一
日
も
早
い
本
土
復
帰
を
念
願
す
る
の
で
あ
る
。 

斜
古
丹
烏
が
冬
の
到
来
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
忙
し
げ

に
鳴
き
騒
ぐ
頃
、
暗
号
教
育
を
終
え
て
志
発
島
に
帰
り
、

一
週
間
の
現
場
実
習
の
後
、
実
務
に
就
く
。
班
長
中
川
軍

曹
以
下
七
人
、
皆
新
米
。
一
日
約
二
十
通
余
り
、
一
通
の

暗
号
電
報
を
解
読
す
る
の
に
二
時
間
近
く
も
解
け
な
い
事

も
あ
り
、
時
に
は
ホ
フ
シ
ラ
（
解
読
不
能
）
、
打
電
先
よ
り

突
き
返
さ
れ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
の
正
月
も
終
え
、
沖
に
流
氷
の
見
え
始
め
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る
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
一
人
前
の
暗
号
手
と
な
り
、
三

交
代
の
勤
務
で
あ
っ
た
が
下
番
の
時
な
ど
時
間
を
持
て
余

す
日
が
次
第
に
多
く
な
る
。
兵
舎
は
漁
師
の
納
屋
を
改
造

し
た
一
軒
屋
で
機
密
室
に
な
っ
て
お
り
、
副
官
・
機
密
掛

将
校
以
外
は
入
室
禁
止
、
時
に
は
夜
勤
明
け
の
仮
眠
中
と

称
し
て
惰
眠
を
貧
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
班
長
は
机
上
の
仕

事
が
不
得
手
な
の
か
検
閲
印
を
押
す
以
外
は
す
べ
て
隊
員

任
せ
、
時
に
は
魚
屋
へ
出
か
け
て
美
味
し
い
魚
を
調
達
し

て
振
舞
っ
て
く
れ
た
り
し
て
家
族
同
様
、
和
気
藹
々
の
日

暮
ら
し
で
あ
る
。
一
般
の
隊
員
が
陣
地
構
築
・
兵
舎
建
設
・

物
資
の
陸
揚
げ
作
業
と
苦
役
の
連
日
で
あ
っ
た
の
と
は
全

く
違
っ
た
別
天
地
で
あ
る
。 

五
月
に
な
り
浜
辺
は
昆
布
採
取
の
島
民
で
俄
に
活
気
づ

く
。
一
方
、
不
利
な
戦
況
を
知
ら
せ
る
電
報
が
日
増
し
に

多
く
な
る
。
対
岸
に
見
え
る
根
室
が
空
襲
に
見
舞
わ
れ
、

米
機
が
領
海
を
偵
察
に
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
静
か
な

離
島
も
次
第
に
騒
が
し
く
な
る
。 

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
よ
う
や
く
兵
舎
も
竣
工
、
仮
住
ま

い
の
兵
舎
か
ら
移
転
し
、
落
ち
着
い
て
暗
号
事
務
が
執
れ

る
か
と
思
っ
た
矢
先
、
南
方
各
地
で
の
敗
戦
、
沖
縄
の
陥

落
と
最
悪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
る
。
一
方
、

島
内
に
駐
屯
す
る
某
中
隊
長
が
部
下
将
校
に
発
砲
さ
れ
た

と
の
前
代
未
聞
の
事
件
が
勃
発
す
る
。
ま
た
某
兵
が
島
民

の
婦
女
を
暴
行
し
た
と
い
う
知
ら
せ
、
軍
紀
の
乱
れ
そ
の

極
に
達
し
た
。 

八
月
九
日
早
朝
、
ソ
連
軍
の
参
戦
を
告
げ
る
ウ
ナ
電
が

入
る
。
ソ
軍
が
満
蒙
国
境
を
越
え
て
乱
入
、
一
部
の
ソ
軍

が
間
も
な
く
択
捉
島
に
も
上
陸
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
切
な

い
電
報
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾

し
た
と
の
電
報
を
副
官
に
届
け
る
の
で
あ
る
が
、
副
官
の

手
は
震
え
顔
が
青
ざ
め
て
見
え
た
。
こ
の
時
の
光
景
は
今

も
な
お
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。 

八
月
十
五
日
正
午
、
全
員
舎
前
に
集
合
し
て
重
大
放
送

を
聞
く
。
詔
勅
の
内
容
が
雑
音
で
充
分
に
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
大
隊
長
の
「
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
自
後
の
命
令

を
待
つ
よ
う
に
。
軽
挙
妄
動
を
慎
め
」
と
簡
単
な
訓
示
で

終
わ
っ
た
。
舎
内
に
戻
り
班
長
を
中
心
に
あ
れ
こ
れ
と
憶

測
話
が
飛
び
交
い
、
よ
う
や
く
敗
戦
の
事
実
が
解
る
よ
う
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に
な
り
、
か
つ
て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
状
況
の
中
で
虚

脱
感
の
み
が
五
体
を
駆
け
巡
っ
た
。
時
間
と
と
も
に
平
常

心
を
取
り
戻
す
よ
う
に
な
り
、
煩
わ
し
い
す
べ
て
の
軍
務

か
ら
解
放
さ
れ
一
刻
も
早
く
両
親
に
会
い
た
い
と
の
思
い

が
次
第
に
募
り
始
め
る
の
で
あ
る
。 

二
十
五
日
昼
、
ソ
連
兵
数
人
が
や
に
わ
に
兵
舎
に
入
り

込
み
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
騒
ぎ
立
て
る
。
隊
長
よ
り

の
「
小
銃
そ
の
他
の
官
給
品
、
私
物
を
整
え
て
集
合
せ
よ
」

と
の
命
令
で
舎
前
に
集
ま
る
。
若
い
ソ
連
兵
に
よ
っ
て
武

装
解
除
、
小
銃
・
帯
剣
は
取
り
上
げ
ら
れ
一
カ
所
に
無
造

作
に
集
積
さ
れ
る
。
三
八
式
歩
兵
銃
に
愛
着
が
あ
っ
て
か

涙
を
流
す
古
兵
も
い
た
が
、
よ
う
や
く
丸
腰
に
な
っ
た
私

は
何
の
感
動
も
湧
か
な
か
っ
た
。「
軍
隊
よ
さ
ら
ば
」
と
叫

び
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
志
発
島
に
駐
屯
し
て
い
た
満
一
カ
年

間
、
暗
号
兵
と
い
う
特
殊
な
任
務
に
従
事
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
辛
く
て
嫌
な
軍
隊
生
活
も
経
験
せ
ず
、
多
く
の

懐
か
し
い
思
い
出
を
残
し
て
こ
の
島
と
別
れ
、
国
後
島
の

「
白
糠
泊
」
に
護
送
さ
れ
、
こ
の
地
で
着
の
身
着
の
ま
ま

の
五
泊
の
天
幕
生
活
。
九
月
三
日
、「
本
日
、
我
が
部
隊
を

解
散
す
る
。
以
後
は
ソ
連
側
の
命
令
に
従
う
よ
う
に
」
と

部
隊
長
の
別
れ
の
訓
示
。
直
ち
に
護
衛
艦
に
守
ら
れ
た
貨

物
輸
送
船
の
薄
暗
い
船
倉
に
総
勢
九
百
余
人
放
り
込
ま
れ

る
。
船
の
進
路
先
等
知
る
す
べ
も
な
か
っ
た
が
、
樺
太
の

「
大
泊
」
港
を
出
帆
し
て
か
ら
は
、
磁
石
は
い
つ
も
「
北
」

を
指
し
て
い
た
。
国
後
島
を
出
て
幾
日
目
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
、
樺
太
「
恵
須
取
」
の
対
岸
、
シ
ベ
リ
ア
領
ポ
ー
ト

ワ
ニ
港
に
錨
を
下
ろ
す
。
一
行
は
「
約
束
が
違
う
」
と
騒

ぎ
出
す
の
で
あ
る
が
後
の
祭
り
、
敗
残
兵
の
悲
哀
を
今
更

の
よ
う
に
感
じ
始
め
、
嫌
な
予
感
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
の
で

あ
る
。 

 ３ 

一
五
三
四
日
の
抑
留
記 

捕
虜
を
満
載
し
た
貨
物
列
車
は
、
四
泊
五
日
の
間
シ
ベ

リ
ア
の
原
野
を
の
ろ
の
ろ
と
走
り
続
け
て
い
た
。
出
発
地

の
沿
海
州
の
ポ
ー
ト
ワ
ニ
の
港
で
支
給
さ
れ
た
僅
か
の
携

行
食
も
底
を
突
き
始
め
る
。
車
内
に
は
便
所
も
な
く
、
二

メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ
の
小
窓
ま
で
担
ぎ
上
げ
て
も
ら
い
小
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用
を
足
す
。
時
折
駅
の
構
内
に
停
車
し
警
備
兵
に
よ
っ
て

扉
が
開
か
れ
、
私
達
は
や
っ
と
の
思
い
で
列
車
か
ら
飛
び

下
り
て
線
路
に
散
ら
ば
っ
て
排
便
を
す
る
の
で
あ
る
が
、

時
に
は
中
年
の
婦
人
ど
も
が
近
寄
っ
て
来
て
覗
き
込
ん
だ

り
し
て
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
サ
ム
ラ
イ
、
ハ
ラ
キ
リ
」
な

ど
と
か
ら
か
う
の
で
あ
る
。
戦
争
末
期
の
あ
の
陸
軍
大
臣

の
「
死
ス
ト
モ
虜
囚
ノ
辱
メ
ヲ
受
ク
ル
ナ
カ
レ
」
と
か
の

戦
陣
訓
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
屈
辱
的
だ
っ
た
が
、
私
は
そ
れ

よ
り
も
、
戦
争
が
終
わ
り
軍
隊
が
潰
え
て
し
ま
っ
た
喜
び

の
方
が
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
の
港
に
は
復
員

船
が
待
っ
て
い
る
。
私
は
人
い
き
れ
の
充
満
す
る
中
で
、

も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
平
和
な
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
列
車
は
私
達
の
予
期
に
反
し
て
西
進
を
続
け
、

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
手
前
百
キ
ロ
余
り
の
「
ム
ー
リ
ー
」

と
言
う
さ
び
れ
た
村
の
線
路
脇
に
あ
る
収
容
所
に
停
車
し

て
下
車
、
収
容
所
に
放
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
収

容
所
は
以
前
、
流
刑
さ
れ
た
囚
人
達
が
収
監
さ
れ
て
い
た

と
か
で
、
厳
重
な
柵
で
囲
み
有
刺
鉄
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
棟
続
き
の
一
見
粗
末
な
平
屋
建
て
で
あ
っ
た
が
、

厳
寒
期
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
部

屋
は
三
十
畳
位
、
両
側
に
は
板
張
り
の
二
段
ベ
ッ
ド
二
列
、

六
十
人
の
寝
室
と
な
る
。
六
百
人
余
り
の
捕
虜
は
こ
こ
に

収
容
さ
れ
、
そ
の
日
よ
り
残
酷
な
抑
留
生
活
が
始
ま
る
の

で
あ
る
。 

南
京
虫
に
噛
ま
れ
虱
に
た
か
ら
れ
て
夜
も
寝
ら
れ
ず
、

六
時
、
起
床
の
鐘
で
叩
き
起
さ
れ
て
、
僅
か
に
三
百
グ
ラ

ム
一
切
れ
の
黒
パ
ン
、
雑
穀
入
り
の
ス
ー
プ
一
杯
で
一
日

の
労
働
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
鋸
・
斧
各
々
一
丁
を
提
げ
、

前
後
に
マ
ン
ド
リ
ン
銃
（
ソ
連
式
自
動
小
銃
）
を
肩
に
か

け
た
十
八
、
九
歳
の
、
未
だ
童
顔
が
残
っ
て
い
る
若
い
警

備
兵
に
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
せ
き
た
て
ら
れ
て
四
キ

ロ
余
り
の
山
道
を
登
る
。
峠
付
近
に
は
か
ら
松
・
え
ぞ
松
・

樅
、
そ
れ
に
白
樺
、
直
径
八
十
セ
ン
チ
余
り
の
大
木
か
ら

十
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
木
、
中
に
は
枯
れ
木
、
半
枯
れ

等
種
々
雑
多
の
木
が
群
生
す
る
雑
木
林
に
追
い
込
ま
れ
、

ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
伐
採
作
業
の
連
日
で
あ
る
。 

十
月
下
旬
、
木
の
枝
に
は
氷
の
花
が
咲
き
、
十
一
月
末
、
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シ
ベ
リ
ア
風
に
曝
さ
れ
零
下
三
〇
度
の
中
、
破
れ
た
ぼ
ろ

衣
を
ま
と
い
、
空
腹
と
過
酷
な
労
働
の
明
け
暮
れ
で
あ
る
。

こ
の
地
で
最
初
の
正
月
（
昭
和
二
十
一
年
）
を
迎
え
た
。

春
の
遅
い
シ
ベ
リ
ア
に
も
よ
う
や
く
雪
解
け
の
始
ま
る
頃
、

事
故
死
・
栄
養
失
調
死
す
る
者
が
日
増
し
に
多
く
な
る
。 

五
月
に
な
り
採
暖
用
の
薪
の
需
要
も
減
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
伐
採
作
業
は
一
時
中
止
、
こ
の
収
容
所
は
閉
鎖
、

抑
留
者
は
二
分
さ
れ
、
私
達
三
百
人
は
隣
の
収
容
所
に
移

動
す
る
こ
と
に
な
る
。
久
居
入
隊
以
来
志
発
島
、
さ
ら
に

こ
の
収
容
所
と
、
二
年
余
日
寝
食
を
共
に
し
た
同
僚
と
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
別
れ
、
富
山
県
出
身
の
抑
留
者

と
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。 

今
ま
で
の
伐
採
作
業
と
は
全
く
違
っ
た
製
材
所
の
雑
役

夫
と
な
り
、
材
木
運
搬
、
切
り
残
し
の
木
っ
端
の
整
理
が

主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
不
慣
れ
な
仕
事
で
あ
り
、
体
力
も

め
っ
き
り
衰
え
力
も
出
な
い
。
た
ど
た
ど
し
い
足
取
り
で

二
人
、
三
人
が
か
り
で
用
材
を
担
ぎ
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、

痩
せ
た
肩
に
食
い
込
ん
で
無
性
に
痛
い
。
「
ノ
ル
マ
を
上

げ
ろ
」
と
騒
ぎ
立
て
る
監
督
の
甲
高
い
怒
声
、
難
行
苦
行

の
作
業
で
あ
っ
た
。 

三
カ
月
後
の
あ
る
日
に
左
手
の
人
指
し
指
が
急
に
痛
み

始
め
、
一
晩
中
疼
き
、
ま
ん
じ
り
と
も
で
き
な
い
で
一
夜

を
明
か
し
腕
も
腫
れ
上
が
っ
て
い
た
。
翌
朝
の
診
断
の
結

果
「
ひ
ょ
う
疽
」
と
か
で
直
ち
に
手
術
。
勿
論
麻
酔
薬
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
「
な
ま
」
の
切
開
手
術
。
激
痛

の
余
り
一
時
失
神
状
態
。
半
日
間
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
て

い
た
。
今
も
左
手
人
指
し
指
の
変
形
し
た
爪
を
見
る
度
に

こ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
手
術

担
当
の
富
山
市
出
身
の
軍
医
中
尉
の
肝
煎
り
で
舎
内
勤
務

に
就
く
よ
う
に
と
手
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
入
ソ
当
初
か
ら
生
水
を
飲
む
こ
と
は
厳
禁

さ
れ
、
ラ
ー
ゲ
リ
内
に
「
湯
沸
所
」
を
設
置
し
て
常
時
湯

茶
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
私
は
こ
の
湯
沸
所
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
、
朝
三
時
起
き
し
て
五
百
リ
ッ
ト
ル
余
り
の

水
を
入
れ
る
大
釜
に
火
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。
朝
の
湯
茶

補
給
も
終
わ
り
、
舎
内
殆
ど
の
者
が
作
業
に
出
か
け
ラ
ー

ゲ
リ
内
が
ひ
っ
そ
り
静
ま
り
返
る
頃
、
釜
の
横
で
ご
ろ
寝

を
し
て
し
ば
し
仮
眠
を
と
る
の
で
あ
る
。
午
後
は
釜
焚
き
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用
の
薪
割
り
、
四
時
頃
よ
り
夕
食
用
の
湯
沸
し
と
、
す
べ

て
の
作
業
が
終
わ
る
の
が
夜
の
八
時
過
ぎ
、
こ
れ
が
私
の

ノ
ル
マ
の
な
い
一
日
の
作
業
で
あ
っ
た
。
寒
風
吹
き
荒
む

屋
外
で
、
空
腹
と
ノ
ル
マ
に
さ
い
な
ま
れ
る
激
し
く
て
辛

い
肉
体
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
や
く
こ
の
体
に
適
っ
た

仕
事
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
湯
沸
所
が
炊
事
場
の
隣
に

あ
っ
た
の
で
、
食
事
も
炊
事
場
か
ら
の
直
接
給
与
と
な
り
、

栄
養
失
調
症
も
日
増
し
に
恢
復
し
始
め
る
。 

昭
和
二
十
二
年
、
抑
留
二
回
目
の
正
月
を
迎
え
る
。
雪

降
り
の
日
が
続
い
て
い
た
。
三
寒
四
温
、
多
少
暖
か
く
感

じ
る
日
も
あ
っ
た
が
、
横
降
り
の
粉
雪
が
毎
日
の
よ
う
に

降
り
積
も
っ
て
い
た
。
零
下
三
〇
度
以
下
に
な
れ
ば
野
外

作
業
は
一
時
中
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
湯
沸
し
勤

務
の
私
に
は
逆
に
沸
騰
ま
で
長
い
時
間
を
要
す
る
よ
う
に

な
る
。 

そ
ん
な
頃
、
一
日
二
回
、
五
キ
ロ
も
離
れ
た
川
よ
り
水

を
馬
橇
で
運
搬
し
て
く
れ
た
同
僚
が
、
雪
上
車
の
運
転
を

誤
っ
た
の
か
事
故
を
起
こ
し
、
発
見
が
遅
れ
凍
死
し
た
と

の
知
ら
せ
。
毎
日
二
回
、
顔
を
合
わ
せ
親
し
く
し
て
い
た

友
の
悲
惨
な
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
で
あ
っ
た
。 

こ
の
頃
、
「
日
本
新
聞
」
が
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
新
聞
の
報
道
に
よ
っ
て
母
国
の
状
況
が
少
し
ず
つ
分

か
る
よ
う
に
な
る
が
、
一
方
、
ソ
連
が
指
導
す
る
洗
脳
を

意
図
す
る
も
の
で
、
資
本
主
義
の
追
及
、
天
皇
制
の
打
倒
、

軍
国
主
義
者
の
追
放
、
更
に
は
共
産
主
義
に
よ
る
楽
土
建

設
等
の
啓
蒙
宣
伝
を
目
的
と
す
る
記
事
が
大
半
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
活
字
に
飢
え
た
私
達
は
、
全
く
閉
ざ
さ
れ
た
内

地
の
情
報
を
知
ろ
う
と
貪
り
読
ん
だ
の
で
あ
る
。 

雪
解
け
の
始
ま
る
四
月
、
こ
の
ラ
ー
ゲ
リ
に
も
「
ダ
モ

イ
」
の
知
ら
せ
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
一
次
選
抜
者
は
作

業
優
秀
者
と
「
オ
カ
ー
」
と
格
付
け
さ
れ
た
虚
弱
者
と
の

こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
ダ
モ
イ
組
十
余
人
の
中
に
、
久
居

入
隊
以
来
お
世
話
に
な
っ
た
伊
藤
曹
長
も
加
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
人
達
を
見
送
る
と
同
時
に
、
こ
の
一
行
、
果
た
し
て

故
郷
の
土
が
踏
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
念
を
抱
き
な
が

ら
も
、
一
層
望
郷
の
思
い
が
募
る
の
で
あ
る
。
で
も
、
私

は
そ
れ
か
ら
二
年
余
り
抑
留
を
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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六
月
、
こ
の
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
。
昨
年
（
二
十
一

年
）
五
月
入
所
し
て
よ
り
一
年
余
り
の
間
の
で
き
事
を
残

し
て
、
東
へ
五
キ
ロ
の
田
舎
町
ム
ー
リ
ー
の
郊
外
に
あ
る

収
容
所
に
全
員
が
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
ま
で
舎
内

勤
務
で
あ
っ
た
殆
ど
の
者
は
解
任
さ
せ
ら
れ
て
一
般
作
業

員
と
な
り
、
二
十
余
人
の
作
業
班
を
編
成
し
て
道
路
工

事
・
住
宅
地
の
整
備
・
水
道
敷
設
工
事
等
の
労
役
に
就
く
。

体
力
が
恢
復
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
伐
採
作
業
と
違
っ

て
そ
れ
程
苦
痛
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
こ
の

作
業
班
は
い
つ
も
ノ
ル
マ
は
一
三
〇
％
以
上
の
成
績
を
挙

げ
「
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
ー
」
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
黒
パ
ン
も
少
し
大
き
く
な
っ
て
い
た
。 

建
設
中
の
住
宅
も
私
達
の
労
役
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し

町
ら
し
く
な
っ
た
八
月
、
こ
の
収
容
所
も
ま
た
閉
鎖
さ
れ
、

僅
か
二
カ
月
で
再
び
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
地
ム
ー
リ
ー
地
区
の
収
容
所
を
出
た
総
勢
六
百
人

は
台
車
に
乗
せ
ら
れ
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
を
経
て
西
進
、

イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
を
通
り
支
線
ム
ヤ
鉄
道
を
北
進
、

ウ
ル
ガ
ル
に
向
か
う
。
今
日
で
幾
日
目
の
旅
で
あ
っ
た
の

か
。
七
、
八
百
キ
ロ
の
間
、
台
車
で
の
輸
送
で
あ
っ
た
が
、

ソ
連
兵
の
厳
し
い
監
視
も
な
く
、
八
月
中
旬
の
頃
で
暑
さ

寒
さ
も
そ
れ
程
感
じ
な
い
予
想
外
の
楽
な
旅
で
あ
っ
た
。 

終
着
地
ウ
ル
ガ
ル
に
程
近
い
所
で
、
後
部
車
両
三
台
に

分
乗
し
て
い
た
百
人
は
突
然
下
車
を
命
令
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
近
く
の
収
容
所
に
放
り
込
ま
れ
る
。
こ
の
ラ
ー
ゲ
リ
に

は
、
一
週
間
前
に
入
所
し
た
二
百
人
、
そ
の
中
に
は
戦
犯

者
・
反
動
分
子
と
烙
印
を
押
さ
れ
た
人
た
ち
も
い
る
と
か

聞
く
。 

こ
こ
で
の
私
の
仕
事
は
ラ
ー
ゲ
リ
内
の
清
掃
、
衛
兵
所

の
掃
除
、
所
長
官
舎
の
雑
役
、
便
所
掃
除
で
あ
っ
た
。
ト

イ
レ
掃
除
は
嫌
な
仕
事
で
は
あ
る
が
、
作
業
隊
の
す
る
鉄

道
工
事
と
い
う
重
労
働
の
こ
と
を
思
え
ば
我
慢
で
き
る
の

で
あ
る
。 

十
月
に
な
り
収
容
所
長
が
突
然
や
っ
て
き
て
私
に
「
イ

ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
へ
行
き
共
産
教
育
を
受
講
せ
よ
」
と

告
げ
ら
れ
る
。
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
の
で
き

事
で
あ
る
。
な
ぜ
私
が
受
講
者
に
選
ば
れ
た
の
か
。
教
育

の
内
容
そ
の
他
皆
目
不
明
、
一
瞬
戸
惑
っ
た
の
で
あ
る
が
、
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拒
絶
す
る
こ
と
は
勿
論
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
内
心

不
承
不
承
で
は
あ
っ
た
が
承
諾
す
る
の
で
あ
る
。
ウ
ル
ガ

ル
地
区
の
他
の
収
容
所
か
ら
選
ば
れ
た
四
人
と
共
に
、
入

ソ
以
来
初
め
て
体
験
す
る
監
視
兵
も
い
な
い
客
車
で
寛
い

だ
旅
、
車
窓
に
は
白
く
薄
化
粧
を
し
た
白
樺
林
が
見
え
隠

れ
し
て
い
た
。 

イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
の
街
は
ず
れ
に
あ
る
ラ
ー
ゲ
リ

の
講
習
会
場
で
、
三
十
余
人
の
受
講
生
と
共
に
洗
脳
教
育

の
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。 

朝
八
時
よ
り
夕
方
五
時
ま
で
の
講
義
、
講
師
は
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
の
地
方
教
育
を
終
え
た
三
人
、
中
に
は
少
年
開
拓

団
出
身
と
か
の
二
十
歳
位
の
若
い
講
師
も
い
た
。
講
義
内

容
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
ソ
連
共
産
党
史
、

日
本
共
産
党
史
等
の
講
義
で
、
す
べ
て
日
本
語
で
書
か
れ

た
ソ
連
発
行
の
テ
キ
ス
ト
。
中
に
は
「
小
党
史
」
と
称
し

た
分
厚
い
立
派
な
冊
子
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト

の
輪
読
、
講
師
の
要
約
、
問
題
提
起
に
よ
る
討
論
会
、
ベ

セ
ー
ダ
（
テ
ス
ト
）
も
度
々
あ
っ
た
。
時
に
は
政
治
部
将

校
が
訪
れ
流
暢
な
日
本
語
で
講
義
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

夕
食
後
二
時
間
、
自
己
批
判
・
相
互
批
判
と
称
し
た
反
省

会
が
催
さ
れ
る
。
こ
の
席
で
は
各
自
、
今
日
一
日
の
反
省
、

今
ま
で
の
行
動
、
軍
隊
時
代
の
出
来
事
、
青
少
年
期
の
事
、

果
て
は
家
業
、
出
身
階
層
の
事
等
を
各
自
発
表
す
る
。
発

言
の
中
に
共
産
思
想
に
反
す
る
言
動
が
あ
れ
ば
取
り
上
げ
、

徹
底
的
に
究
明
す
る
洗
脳
教
育
が
行
わ
れ
た
。
今
時
の
語

で
言
う
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
私
の
実
家
は
自
作
農
家
で
、
茶
業
、
養
蚕

業
を
副
業
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
両
親
が
私
の

将
来
の
事
を
配
慮
し
て
か
、
つ
て
を
求
め
て
名
古
屋
の
有

名
寺
の
後
継
者
と
し
て
十
歳
の
頃
に
預
け
ら
れ
、
こ
の
寺

で
養
育
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
共
産
主
義
社
会
で
排
除
す
る
階
層
は
財
閥
、
地

主
、
官
憲
、
警
察
官
、
そ
れ
に
僧
侶
で
あ
る
。
私
は
寺
育

ち
で
僧
籍
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
実
を
隠
し
て
農
家
出
身

と
称
し
て
い
た
。
も
し
こ
の
事
が
発
覚
す
れ
ば
、
こ
の
反

省
会
の
席
で
「
吊
る
し
上
げ
ら
れ
る
」
と
懸
念
し
続
け
、

肉
体
的
疲
労
に
代
わ
り
心
理
的
恐
怖
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。 
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こ
ん
な
頃
、
栄
養
失
調
症
と
靴
擦
れ
が
原
因
で
足
の
付

け
根
の
淋
巴
腺
が
酷
く
腫
れ
、
近
く
の
病
院
に
入
院
。
若

い
女
医
の
一
日
二
回
の
診
察
以
外
は
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る

退
屈
な
闘
病
生
活
が
二
カ
月
続
く
。
厳
寒
期
も
終
え
日
差

し
も
よ
う
や
く
春
め
く
頃
退
院
。
棟
続
き
の
部
屋
に
移
さ

れ
て
、
一
日
二
、
三
時
間
の
軽
作
業
以
外
は
病
後
の
療
養

生
活
。
抑
留
さ
れ
て
三
年
半
、
よ
う
や
く
人
間
と
し
て
最

低
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

当
時
、
こ
の
収
容
所
は
民
主
化
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
。
各
部
屋
に
は
一
、
二
人
の
ア
ク
チ
ー
ブ
な
る
者

が
同
居
し
、
私
達
の
言
動
監
視
役
に
当
た
り
、
夜
に
な
る

と
二
時
間
程
の
夜
間
授
業
を
開
講
し
て
出
席
を
強
要
し
て

い
た
。
授
業
内
容
は
、
月
二
回
発
行
さ
れ
る
「
日
本
新
聞
」

の
記
事
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
講
義
。
こ
の
新
聞
を
担
当
し

て
い
た
「
シ
ベ
リ
ア
天
皇
」
こ
と
本
名
「
浅
原
正
基
」（
あ

さ
は
ら
し
ょ
う
き
）
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
諸
戸
文
夫
」
（
も
ろ

と
ふ
み
お
）
と
称
す
る
人
物
の
取
次
ぎ
の
講
義
で
あ
っ
た
。 

私
は
こ
の
夜
間
授
業
に
は
体
調
不
良
を
口
実
に
殆
ど
出

席
し
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
反
動
分
子
・
日
和
見
主
義
者
と

し
て
吊
る
し
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
覚
悟
は
し
て
い
た
。 

昭
和
二
十
三
年
五
月
、
病
気
も
完
治
し
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ

ー
ワ
ヤ
に
帰
り
再
び
地
区
講
習
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、

前
回
の
講
習
生
は
修
了
し
て
新
顔
の
者
が
受
講
し
て
い
た
。

講
師
も
一
人
を
除
き
新
任
講
師
で
あ
り
、
終
講
に
近
い
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
二
十
日
余
り
で
終
講
、
再
び
ウ
ル
ガ
ル
の

収
容
所
へ
送
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

反
動
分
子
の
多
い
こ
の
ラ
ー
ゲ
リ
で
は
民
主
化
運
動
が

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、
前
回
の
講
習
会
で
席
を
同
じ
く

し
た
同
志
が
委
員
長
を
し
て
い
た
。
彼
は
満
蒙
開
拓
団
義

勇
軍
出
身
で
、
早
く
か
ら
共
産
主
義
を
信
奉
す
る
積
極
分

子
で
あ
る
。
早
速
私
に
委
員
会
に
籍
を
置
き
生
活
部
長
を

す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
不
本
意
で
は

あ
る
が
、
地
区
講
習
修
了
者
で
あ
る
の
で
止
む
な
く
受
諾

す
る
。
そ
の
頃
毎
晩
の
よ
う
に
大
衆
集
会
を
開
き
、
反
動

分
子
と
マ
ー
ク
し
た
者
を
呼
び
出
し
て
前
歴
を
暴
き
、

日
々
の
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
吊
る
し
上
げ
た
。
被
害
者

は
年
配
の
者
・
下
士
官
が
多
か
っ
た
。
主
催
者
側
で
あ
っ

た
私
は
こ
の
時
の
事
を
思
い
出
す
と
今
も
胸
が
疼
く
。 



270 

こ
こ
で
の
私
の
作
業
は
技
術
少
尉
の
測
量
の
助
手
、
収

容
所
前
を
走
る
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
線
路
の
土
盛
り
、
側
溝

工
事
、
保
線
作
業
の
進
捗
状
況
を
調
べ
る
測
量
で
あ
る
。

測
量
器
具
の
運
搬
、
杭
打
ち
が
主
な
仕
事
で
、
午
後
三
時

に
は
測
量
も
終
わ
り
少
尉
は
お
ら
な
く
な
る
。
助
手
仲
間

と
「
ヤ
ク
ル
ト
」
と
か
の
「
ぐ
み
」
に
似
た
木
の
実
や
野

菜
を
採
っ
て
食
べ
、
終
了
時
間
ま
で
過
ご
す
。
こ
の
少
尉

は
新
婚
で
、
土
曜
日
に
な
る
と
ウ
ル
ガ
ル
の
街
へ
出
か
け

ダ
ン
ス
を
し
て
一
夜
を
明
か
す
の
で
あ
る
が
、
付
近
は
泥

棒
が
出
没
す
る
と
か
で
い
つ
も
私
に
留
守
番
を
言
い
付
け

て
出
か
け
る
。
他
国
の
捕
虜
に
自
国
の
泥
棒
の
見
張
り
を

さ
せ
る
と
は
な
ん
と
も
奇
妙
な
話
で
あ
る
。 

十
一
月
、
雪
が
積
も
り
凍
結
す
る
と
こ
の
仕
事
も
一
時

中
止
。
助
手
二
人
、
こ
の
少
尉
に
連
れ
ら
れ
て
ウ
ル
ガ
ル

の
駅
近
く
に
あ
る
収
容
所
に
転
送
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
駅

前
の
新
築
住
宅
周
辺
を
測
量
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
技

師
は
民
間
人
で
、
今
ま
で
と
違
っ
て
仕
事
に
う
る
さ
い
年

配
者
で
あ
っ
た
。
仕
事
が
終
わ
れ
ば
自
宅
の
雑
役
に
使
わ

れ
薪
割
り
ま
で
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
街
も
私
た
ち
抑
留
者

に
よ
っ
て
立
派
に
整
備
さ
れ
新
興
住
宅
地
と
な
る
。 

昭
和
二
十
四
年
五
月
に
な
り
こ
の
収
容
所
も
閉
鎖
さ
れ
、

全
員
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
百
五
十
キ
ロ
西
の
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン

の
小
高
い
丘
に
あ
る
新
し
い
収
容
所
に
移
さ
れ
る
。
南
京

虫
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
明
る
い
宿
舎
で
、
今
ま
で

と
違
っ
て
住
み
心
地
の
良
い
ラ
ー
ゲ
リ
で
あ
っ
た
。
私
は

く
さ
れ
縁
で
自
主
運
営
委
員
会
の
委
員
と
な
り
情
報
宣
伝

部
長
を
担
当
す
る
よ
う
選
出
さ
れ
る
が
、
ラ
ー
ゲ
リ
内
の

勤
務
を
断
り
一
般
作
業
員
と
な
る
。
主
な
仕
事
は
セ
メ
ン

ト
工
場
の
雑
役
。
粉
塵
の
中
で
の
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
重

労
働
で
は
な
か
っ
た
。
時
に
は
夜
中
起
き
し
て
セ
メ
ン
ト

の
貨
車
積
み
。
作
業
は
か
な
り
き
つ
か
っ
た
が
翌
日
は
休

業
日
で
、
ノ
ル
マ
に
追
い
立
て
ら
れ
た
今
ま
で
の
作
業
と

違
い
、
そ
れ
程
苦
役
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

休
日
を
利
用
し
て
壁
新
聞
の
旬
報
を
編
集
す
る
。
こ
の

新
聞
は
ア
ジ
（
扇
動
）
を
目
的
と
し
た
宣
伝
活
動
で
「
赤

旗
の
下
へ
」
、
「
軍
国
主
義
撲
滅
」
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
万
歳
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
く
の
で
あ
る
が
、
私
は
時
々
「
日
の

丸
の
下
へ
」
、
「
赤
化
運
動
排
斥
」
、
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
な
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ど
と
、
戦
前
の
雄
叫
び
を
想
起
し
た
り
し
て
釈
然
と
し
な

か
っ
た
。
も
し
こ
ん
な
事
を
口
に
し
た
ら
反
動
分
子
と
し

て
完
全
に
葬
り
去
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

八
月
（
昭
和
二
十
四
年
）
に
な
り
「
ダ
モ
イ
」
の
か
な

り
確
度
の
高
い
噂
が
飛
び
始
め
る
。
日
本
新
聞
に
も
帰
還

の
詳
報
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
ろ
収
容

所
長
が
「
帰
還
命
令
が
出
た
」
と
伝
達
し
、「
事
故
で
怪
我

を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
充
分
注
意
せ
よ
」
と
懇
切
に
訓

示
す
る
。 

 ４ 

帰
還
の
路
の 

自
活
に
必
要
な
仕
事
を
除
き
作
業
命
令
は
な
か
っ
た
。

帰
還
用
の
衣
服
も
支
給
さ
れ
、
十
月
初
旬
、
こ
の
収
容
所

と
別
れ
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
ナ
ホ
ト
カ
へ
と
最
後
の
旅
を
続

け
る
の
で
あ
る
。「
帰
心
矢
の
ご
と
き
」
私
達
に
は
な
ん
と

の
ろ
い
貨
車
。
何
日
間
走
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
十
月
二
十

日
頃
、
よ
う
や
く
ナ
ホ
ト
カ
へ
辿
り
着
く
。
こ
の
街
は
帰

還
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
港
の
見
え
る
収
容
所
で
一

週
間
程
滞
在
す
る
。
こ
こ
で
の
ア
ク
チ
ー
ブ
の
活
動
は
一

層
激
し
さ
を
増
し
た
。
私
は
唯
呆
然
と
立
ち
す
く
む
ば
か

り
だ
っ
た
。
ラ
ー
ゲ
リ
全
体
が
朝
か
ら
番
ま
で
「
赤
旗
の

歌
」
、
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
声
を
嗄
ら
し
て
歌
い

続
け
て
い
た
。
や
む
な
く
私
も
一
員
と
な
り
「
屍
、
死
屍

シ

シ

、

血
潮
、
い
ざ
戦
わ
ん
」
と
戦
闘
的
な
歌
詞
を
大
声
で
歌
い

続
け
た
。
そ
れ
も
ほ
ろ
苦
い
思
い
出
の
一
齣コ

マ

で
あ
る
。 

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
、
乗
船
を
拒
否
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
帰
還
船
に
乗
る
。

甲
板
で
は
歌
声
と
と
も
に
「
偉
大
な
る
ス
タ
ー
リ
ン
万
歳
」
、

「
祖
国
ソ
ビ
エ
ッ
ト
さ
よ
う
な
ら
」
と
叫
び
立
て
る
中
、

船
は
埠
頭
を
離
れ
、
私
は
よ
う
や
く
船
室
で
落
ち
着
き
故

郷
の
思
い
に
耽
っ
て
い
た
。
突
然
ア
ク
チ
ー
ブ
と
称
す
る

若
い
二
、
三
人
の
連
中
が
や
っ
て
き
て
、
共
産
党
に
入
党

を
誓
約
す
る
よ
う
に
、
三
重
県
代
表
者
に
な
っ
て
全
員
に

入
党
を
勧
誘
す
る
よ
う
に
と
強
硬
に
申
し
出
て
き
た
。
私

は
学
生
時
代
に
か
じ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
弁
証
法
」
を
論

拠
と
し
て
、
共
産
主
義
社
会
が
最
高
の
社
会
で
は
な
い
、

歴
史
過
程
の
中
で
の
一
社
会
に
す
ぎ
な
い
と
理
屈
攻
め
し

て
申
し
出
を
断
っ
た
。
再
度
や
っ
て
き
た
が
、
船
酔
い
に
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託
か
こ
つ

け
て
面
会
を
拒
絶
す
る
。
二
日
目
の
朝
、
舞
鶴
湾
に
入

る
や
、
松
の
か
ぐ
わ
し
い
香
の
漂
う
清
清
し
い
朝
日
に
迎

え
ら
れ
て
舞
鶴
港
岸
壁
に
着
く
。
甲
板
で
は
「
天
皇
島
へ

敵
前
上
陸
だ
。
い
ざ
闘
わ
ん
」
、
「
全
員
、
代
々
木
（
共
産

党
本
部
）
へ
直
行
せ
よ
」
と
口
々
に
わ
め
き
立
て
る
一
派

も
い
た
。
こ
れ
程
ま
で
に
洗
脳
さ
れ
、
共
産
主
義
を
礼
賛

す
る
者
が
お
る
こ
と
に
改
め
て
驚
異
を
感
じ
た
。
下
船
が

始
ま
る
。
桟
橋
を
囲
ん
で
出
迎
え
る
人
垣
、
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
っ
た
人
の
列
、
消
息
不
明
の
抑
留
者
名
を
書
い
た
幟

の
波
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
沿
道
に
並
ん
で
待
つ
、
ち

ょ
っ
と
老
け
込
み
一
際
小
さ
く
な
っ
た
父
の
顔
を
見
付
け

涙
の
対
面
、
妹
婿
と
の
初
対
面
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
粉
末
の
洗
礼
を

受
け
よ
う
や
く
宿
舎
に
入
る
。
二
日
間
に
わ
た
る
復
員
手

続
き
・
健
康
診
断
・
米
側
の
思
想
調
査
・
支
給
品
の
受
領

も
終
え
、
国
敗
れ
て
も
変
わ
ら
ぬ
山
河
に
囲
ま
れ
た
駅
前

で
、
出
征
時
に
倍
す
る
出
迎
え
の
人
々
の
歓
迎
を
受
け
、

五
年
八
カ
月
目
、
懐
か
し
い
我
が
家
の
敷
居
を
跨
い
だ
の

は
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
三
日
、
夕
日
が
西
の
山
に
沈
む

頃
で
あ
っ
た
。 

年
末
、
日
本
共
産
党
県
支
部
役
員
と
称
す
る
三
人
が
来

訪
し
入
党
を
勧
誘
す
る
が
固
辞
す
る
。
新
年
早
々
、
再
度

の
訪
問
を
受
け
る
が
四
年
半
の
抑
留
生
活
か
ら
得
た
体
験

か
ら
、
党
に
対
す
る
不
信
・
矛
盾
・
疑
問
等
列
挙
し
、
再

び
入
党
を
固
辞
す
る
。
そ
の
後
は
何
も
音
沙
汰
が
な
か
っ

た
。 昭

和
二
十
五
年
三
月
末
、
三
重
県
高
等
学
校
教
員
に
採

用
さ
れ
、
四
月
よ
り
教
員
と
な
っ
て
第
二
の
人
生
を
歩
む

事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 【
執
筆
者
の
紹
介
】 

平
成
十
四
年
十
一
月
十
九
日
、
三
重
県
四
日
市
市
で
開

催
さ
れ
た
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
」

の
会
場
で
、
葛
巻
尊
勇
氏
と
数
十
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

ま
し
た
。
か
つ
て
職
場
を
共
に
し
た
同
僚
、
収
容
所
こ
そ

違
え
、
共
に
ソ
連
抑
留
生
活
の
労
苦
を
味
わ
っ
た
私
た
ち

と
っ
て
は
ま
さ
し
く
奇
遇
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
艱

苦
に
満
ち
た
強
制
労
働
の
み
な
ら
ず
、
病
苦
と
の
闘
い
、

根
室
と
は
指
呼
の
間
に
あ
る
歯
舞
諸
島
の
主
島
・
志
発
島
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（
根
室
郡
志
発
村
）
の
駐
屯
地
か
ら
国
後
島
、
樺
太
を
経

て
極
東
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
を
転
々
と
し
た
末
、
昭
和
二

十
四
年
十
一
月
三
日
に
帰
還
さ
れ
た
四
年
三
カ
月
の
間
の

数
奇
な
道
筋
を
手
記
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
氏
の
関
係

略
歴
の
み
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。 

 現
住
所 

三
重
県
い
な
べ
市
大
安
町
丹
生
川 

大
正
十
年
十
月
一
日 

三
重
県
員
弁
郡
丹
生
川
村
に
て
出

生 

昭
和
六
年
八
月 

名
古
屋
市
東
区
（
現
千
種
区
）
城
山
町

に
転
住 

同
十
四
年
三
月 

旧
制
中
学
校
卒
業 

同
十
八
年
九
月 

旧
制
大
学
文
学
部
繰
上
げ
卒
業 

同
年 

 

十
月 

家
業
従
事 

同
十
九
年
四
月 

歩
兵
中
部
第
三
八
部
隊
入
隊
（
三
重
・

久
居
） 

同
年
七
月 

北
方
派
遣
軍
憲
部
隊
転
属
（
歯
舞
・
志
発
島
） 

同
年
八
月 

暗
号
教
育
受
講
の
た
め
色
丹
島
旅
団
本
部
出

向
、
修
了
後
原
隊
復
帰
、
暗
号
実
務
を
執
る 

同
二
十
年
八
月 

ソ
軍
に
よ
り
武
装
解
除
、
志
発
島
よ
り

国
後
島
、
樺
太
、
沿
海
洲
ポ
ー
ト
ワ
ニ

港
を
経
て
ム
ー
リ
ー
収
容
所
、
伐
採
・

製
材
所
・
湯
沸
し
作
業 

同
二
十
二
年
八
月 

ウ
ル
ガ
ル
収
容
所 

雑
役 

同
年
十
月 

イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
収
容
所
、
地
区
講
習

受
講
、
病
気
入
院
療
養 

同
二
十
三
年
六
月 

ウ
ル
ガ
ル
収
容
所 

測
量
助
手 

同
二
十
四
年
五
月 

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
収
容
所 

セ
メ
ン
ト

工
場
雑
役
、
壁
新
聞
等
製
作 

同
年
十
月 

ナ
ホ
ト
カ
収
容
所 

同
年
十
一
月
三
日 

帰
還
（
三
重
県
員
弁
郡
大
安
町
丹
生

川
中
の
自
宅
へ
） 

同
二
十
五
年
四
月
一
日 

三
重
県
立
高
等
学
校
教
員
に
採

用 

四
日
市
高
等
学
校
・
桑
名

西
高
等
学
校
・
桑
名
高
等
学
校

等
勤
務 

同
五
十
八
年
三
月 

定
年
退
職 

平
成
十
四
年
八
月
二
十
三
日
～
二
十
七
日 
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日
本
人
墓
地
慰
霊
団
に
参
加 

（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
・
パ
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
・
ウ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト

ッ
ク
・
ナ
ホ
ト
カ
展
墓
） 

（
三
重
県 

林 

英
夫
） 

第
二
次
世
界
大
戦
回
顧 

滋
賀
県 

 

吉 

田 

貞 

次 
 

 

 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
、
北
支
の
一
端

盧
溝
橋
で
勃
発
し
た
事
件
で
支
那
事
変
と
な
り
、
大
東
亜

戦
争
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
も
な
り
ま
し
た
。
支
那
事
変

当
時
は
野
洲
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
二
年
生
で
し
た
。

八
月
上
旬
、
野
洲
町
で
在
郷
軍
人
中
五
人
に
召
集
令
状
が

届
き
ま
し
た
。 

支
那
事
変
も
刻
々
と
激
戦
と
な
り
、
八
月
末
に
は
野
洲

町
で
五
十
人
程
度
が
召
集
令
状
で
出
征
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
九
月
、
十
月
と
召
集
令
状
に
よ
り
出
征
を
さ
れ
ま

し
た
。
十
二
月
十
三
日
、
当
時
支
那
の
首
都
南
京
陥
落
。

日
本
で
は
昼
は
旗
行
列
、
夜
は
提
灯
行
列
、
仮
装
行
列
と
、

陥
落
祝
賀
行
事
が
全
国
各
地
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

翌
年
五
月
十
九
日
に
は
徐
州
陥
落
と
、
当
時
五
カ
月
六

日
、
祝
し
た
も
の
で
し
た
。
九
月
に
は
大
別
山
が
陥
落
し

ま
し
た
が
、
京
都
部
隊
の
第
十
六
師
団
従
軍
で
、
野
洲
町




